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（共同研究機

関等） 

 
   

 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ドラッグリポジショニン

グ(DR)による難治性疾

患治療薬の開発 

分析科学講座・ 

教授 
水島 徹 

DR のケーススタディ研

究としての手法の洗練

化とノウハウの蓄積 

（変更の時期：平成 27 年 7 月 2 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

分析科学講座・助教 創薬科学講座・助教 田中 健一郎 

DR のケーススタディ

研究としての手法の

洗練化とノウハウの

蓄積 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

なし なし なし なし 

（変更の時期：平成 27 年 7 月 2 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

分析科学講座・助教 創薬科学講座・助教 石原 知明 

DR のケーススタディ

研究としての手法の

洗練化とノウハウの

蓄積 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ドラッグリポジショニン

グ(DR)のための漢方薬

の生薬成分パターンの

解析とオリゴ糖鎖ライブ

ラリーの構築 

天然医薬資源学

講座・准教授 
羽田 紀康 

漢方薬およびオリゴ糖

鎖の DR のための推進

基盤の整備 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 
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新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

なし なし なし なし 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

胎盤関門分子機構に基

づく妊娠期薬物治療の

安全性再評価システム

の構築 

薬剤学講座・教

授 
中島 恵美 

妊婦への適用を目指し

た既承認薬 DR による層

別化薬物治療の推進 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

なし なし なし なし 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

分析科学講座・助教 
創薬科学講座・

助教 
田中 健一郎 

DR のケーススタディ研

究としての手法の洗練

化とノウハウの蓄積 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

なし なし なし なし 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

分析科学講座・助教 
創薬科学講座・

助教 
石原 知明 

DR のケーススタディ研

究としての手法の洗練

化とノウハウの蓄積 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

なし なし なし なし 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

研究プロジェクトの目的・意義 

 新薬開発は、莫大な費用と時間が必要とされ、数万分の一といわれる低い成功確率を乗り越えなけ

ればならない困難なプロセスであるが、近年その傾向が顕著に加速している。特に、臨床試験で発見

される副作用や体内動態の悪さ、或いは動物で見られた有効性がヒトでは再現できないことなどが要

因となり、世界的に見ても新薬開発は停滞している。この様な環境下で、近年急速に解明が進む 

microRNA (miRNA) などの新規体内資源をターゲットとする創薬が、薬学の新たな課題となってきて

いる。また一方で、ヒトでの安全性と薬物動態情報が充分に蓄積されている既承認薬のターゲット分

子や作用パスウェイを、オミックス等の手法で解析し、別の疾患治療薬として開発する創薬戦略：ドラ

ッグ・リポジショニング(DR) が注目されている。本プロジェクトでは、薬学研究科の多様な研究者が集

結し、新たな体内資源に光をあて、既承認薬を活用した創薬のパラダイムシフトを牽引するための研

究拠点の形成を目指す。 

計画の概要 

 ３年間の研究期間内に、①疾患の分子病態の解明と体内資源の有効活用に基づく新たな治療戦

略の構築、②既承認薬のリポジショニングと化合物の高度合成制御技術の開発、③レギュラト

リーサイエンスおよび新規医療技術評価法と安全対策戦略の構築、に取り組む。このため、初

年度に、各研究を横断的につなぎ、創薬研究の統括機能（研究拠点）を担う「創薬研究センタ

ー」を設立する。「創薬研究センター」はセンター長、センター運営委員会、アドバイザリーボ

ードからなり、薬効を最大限に発揮できるような薬物デリバリー・システム、治療成績をモニ

タリングできるバイオマーカー探索、既承認薬の体内動態上の問題点を再評価する技術基盤の

開発、などの機能も付置する。研究施設としては、初年度において、in vivo モデルでの薬効

評価に必須である SPF動物飼育施設の整備拡張を行う。 

（２）研究組織 

 創薬科学、薬物治療学、病態生理学、化学療法学、薬物動態学、有機合成化学、生薬学・天

然物化学、レギュラトリーサイエンス、医薬品情報学、医療経済学などの幅広い領域の研究者

が集結し、薬学領域での対応が課題となっている新たな体内資源と既承認薬の活用のための統

合的・戦略的な方法論の創成拠点となる「創薬研究センター」を平成 26 年 10 月に設立し、研

究代表者がセンター長に就任した（平成 28年 1月からは学部長が兼任）。医学研究科(安井正人

教授；薬理学、吉村昭彦教授；免疫学)と理工学研究科(佐藤智典教授；糖鎖生命工学､栄長泰明

教授；機能性材料工学)から 4名の専門家がアドバイザリーボードとして就任した。 

 多様な専門領域の参加研究者を 3 つのサブグループに分け、各テーマ（上記）について研究

を効率的に行った。計画書記載の研究者（延人数 24名）に加え、参加講座所属の大学院博士課

程学生 20 名等がプロジェクトに参加した。研究サポート体制としては、共通利用機器の管理ス

タッフ 2 名と事務職員 6 名（キャンパス学術支援課）が担った。研究施設としては、初年度に

in vivo モデルでの薬効評価に必須である SPF 動物飼育施設の整備拡張工事を行い、平成 27

年３月に竣工した。 

 ３年間のプロジェクト期間は、各研究者はプロジェクトのテーマに沿って研究を遂行し、キ

ックオフミーティング（初年度）と成果報告会（最終年度）を開催して研究進捗を確認し、組

織内での連携を図った。さらに、外部研究者からなるアドバイザリーボードより研究発表会ご

とに評価・助言を受けた。 
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（３）研究施設・設備等 

 本プロジェクトの研究は創薬研究センターおよび参加講座研究室ならび RI 実験施設と動物実験施

設の合計面積 3,292 m2で行った。また、初年度において SPF 動物飼育室 (168 m2)の整備を行い、合

計面積は 3,460 m2となった。使用者は本報告書記載の研究者以外に参加講座の大学院生を含め各

年度約 100 名であった。 

主に使用した装置・機器は、FT-NMR 装置 600MHz: 120h/月）、LC/MS/MS システム（68h/週）、

セルソーターシステム（60h/週）、超遠心機 2 台（各 20～24h/月）、自動細胞解析装置（45 h/週）、リア

ルタイムＰＣＲ解析システム（26h/週）、DNA シークエンサー（25 h/週）、共焦点ﾚｰｻﾞｰ走査型顕微鏡

（25h/週）、DART イオン源搭載 高分解能 ESI-TOFMS（20h/週）等であった。 

 平成 27 年 2 月竣工、同年 5 月に供用開始した新たな SPF 動物実験室の平均稼働率（ケージ占有

率）は平成 27年度 35％、28年度 51％と順調に伸びている。現在は 6講座が常時使用し、ひと月あた

りの入室数（延べ人数）は 342 人である。 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 3 年間の研究期間において、各グループの研究はほぼ当初の目的通りに進行し、発表論文は 140

報 (体内資源解析グループ 60 報、リポジショニングと高度合成制御グループ 60 報、レギュラトリー

と安全対策グループ 20 報)に達した。新たな体内資源に光をあて、既承認薬を活用した創薬のパラ

ダイムシフトを牽引するための研究基盤形成という目的に照らし、本研究プロジェクトの達成度は高い

と判断される。以下に各グループの成果概要を記載する。 

「新たな体内資源の解析と創薬応用グループ」は、疾患の分子病態の解明と体内資源の有効活用に

基づく新た治療戦略の構築を目標とし、以下の成果を挙げた。 

 オルガノイド培養技術は、組織幹細胞の 3次元培養法であり、生体内の特性を in vitro で再現

できることから大きな注目を集めている。これまでに、ApcMin/+マウスの腸管腫瘍や難治性がん

の代表である胆道・膵臓がん組織から、オルガノイド培養により腫瘍幹細胞を永続的に培養・

維持することに成功した。腫瘍オルガノイドに DNA メチル化阻害薬を投与したところ、増殖

能の低下と共に、内在性レトロウイルスの活性化やインターフェロン応答遺伝子の発現上昇が

認められ、DNA メチル化阻害が抗ウイルス応答を活性化し、抗腫瘍効果を発揮することが示さ

れた（*1）。さらに腸管腫瘍と正常粘膜上皮由来のオルガノイドで miRNA の発現を網羅的に解

析したところ、クラスターを形成している miR-194 と miR-215 が腫瘍部で著明に発現低下して

おり、それらを導入することで増殖能が抑制されたことから、これらの miRNA が腸管腫瘍に

対する核酸医薬の候補となることが示唆された（*2）。（齋藤（英）、齋藤（義）） 

 コーヒーが持つ大腸がん発症の予防効果における miRNA の関与を検討した結果、ヒト結腸

癌由来 Caco-2 細胞において、コーヒー豆抽出液はがん遺伝子 K-Ras を標的とする 2 種類の

miRNA (miR-30c, miR-96) の発現が誘導されることを見出した。さらに、コーヒー豆抽出液は、

K-Ras mRNA および K-Ras タンパク質の発現を抑制し、大腸がん細胞の増殖能を顕著に抑制す

ることを明らかにした (*3)。また、miRNA の生成に関与する RNA ヘリカーゼ DDX5 が、がん

原遺伝子産物 c-Myc の転写活性や形質転換能に不可欠な役割を担っていることを見出した 
(*4)。さらに、DDX5 は、20 種類の miRNA の発現誘導に関与し、慢性骨髄増殖性腫瘍の原因遺

伝子産物である JAK2V617F変異体による腫瘍形成を誘導することを明らかにした (*5)。（田村、

多胡） 
 神経機能と免疫・炎症反応に重要なニコチン性アセチルコリン受容体 (nAChR)に作用する内

在性毒素類似タンパク質 (プロトトキシン)の網羅的遺伝子発現解析と抗体作製を行い、神経系

と免疫系に強い発現が見られる候補タンパク質を絞り込んだ（*6）。このうち、高い Ca イオン
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透過性を特徴とするα7 型 nAChR への作用をもつ SLURP1 がヒトの免疫系細胞でも高発現す

ること（*7）、皮膚においてはグラム陰性菌に対する抗菌活性も有することを見出し、さらに、

SLURP1 の類似タンパク質 SLURP-2 の遺伝子発現が、免疫刺激によって上昇するメカニズムを

解明し、皮膚疾患への関与を報告した（*8）。（三澤） 

 MEK 阻害が P-糖タンパク質（P-gp）の発現を低下させることを以前報告しており、その分子

機構について検討した。P-gp はユビキチン E3 リガーゼ複合体 SCFFBX15 により認識され、ユビ

キチン連結酵素UBE2R1がP-gpをユビキチン化してプロテアソームでの分解に導くことを報告

した。本プロジェクトにおいて、P-gp の発現における MEK とユビキチン—プロテアソーム分解

の関連について検討したところ、MEK の下流キナーゼ RSK が UBE2R1 の自己ユビキチン化を

促進し、消失させることにより P-gp の発現を安定化させることを見出した（*9）。この知見に

より、MEK 阻害が UBE2R1 の発現制御を介して P-gp 発現を低下させることを示した。また、

脱リン酸化酵素複合体 PP5/PPP2R3C が P-gp の発現を低下させ、抗がん剤感受性を増大させる

ことを見出した（*10）。（杉本、野口） 
 ポリ N-イソプロピルアクリルアミド(PNIPAAm)を基盤とした様々な相転移温度を有する温

度応答性高分子を分子設計・合成し、蛍光団を導入した蛍光プローブにより、それぞれの相転

移温度以下では細胞に取り込まれず相転移温度以上で細胞に取り込まれることを明らかとした

（*11）。膜融合性脂質を用いた蛍光プローブにより素早く細胞に取り込まれ外部環境に応答し

て蛍光を発することが明らかとなった（*12）。温度応答性高分子を修飾したカチオン性ナノリ

ポソームを用いることにより、温度効果によって効率的に細胞へ取り込み内包物質の放出を行

えることを確認した（*13）。温度応答性高分子とシリカによる有機無機ハイブリッドナノ粒子

を開発し、温度によって細胞取り込みを制御可能であることを明らかになった（*14）。温度応

答性リポソームにより効果的な遺伝子デリバリーが可能となった（*15）。（金澤） 
甘草に起因する偽アルドステロン症の原因として、肝臓の多剤耐性関連タンパク質（MRP2）

の機能不全により、3-モノグルクロニルグリチルレチン酸（3MGA）の増大が関与していると

の報告がある。MRP2 機能不全のマーカーとして直接ビリルビン値があり、3MGA より測定し

やすく安価であるが、偽アルドステロン症と直接ビリルビン値との関係や、偽アルドステロン

症の主要所見である低カリウム血症と直接ビリルビン高値との関係も検討した報告はない。本

研究では、2008 年 5 月～2016 年 3 月に、慶應義塾大学病院漢方医学センターを受診し、甘草含

有の漢方薬を服用した患者（233 名）の血中カリウム値と血中直接ビリルビン値をカルテ調査

し、低カリウム血症と直接ビリルビン高値との関連性について調査したところ、3 名の患者に

低カリウム血症が見られ、うち 2 名では明らかに直接ビリルビン高値が相関づけられたことを

報告した（*16）。（中村） 
「既承認薬のリポジショニングと化合物の高度合成制御技術グループ」は、既承認薬と近年解明さ

れた体内資源との相互作用の解明、体内動態上の問題点の解決、有効・安全性向上のための医薬

品合成技術や天然物化学の技術基盤の構築を目標とし、以下の成果を得た。 

 近年の治療法の進歩にもかかわらず、多発性骨髄腫は未だに治癒がありえない難治性造血器

腫瘍である。とくに TP53 遺伝子欠失等を有する症例の予後は全く改善せずハイリスク骨髄腫

と呼ばれる。その克服のために、自らが樹立した TP53 欠失骨髄腫細胞株 MUM24 を含む骨髄

腫細胞パネルを用いて、各種化合物ライブラリーのスクリーニングを行った。まず、新規フタ

ルイミド体ライブラリーより TC11 を見出し、TP53 遺伝子欠失を有する骨髄腫細胞に著明なア

ポトーシスを誘導すること、TC11 が nucleophosmin（NPM）1 および α-tubulin に直接結合する

ことを見出した（*17）。次に我々は、1100 種からなる既存薬ライブラリーから骨髄腫細胞の増

殖抑制を指標にスクリーニングを行い、抗腫瘍効果の報告がない、安全性が高い、わが国で認
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可が降りているの条件を満たす有望な薬剤を見出した。（服部） 
 単層のヒト胎盤関門において、MDR1 および BCRP は頂端膜に局在し、薬物を母体血に汲み

出す役割を担う。我々は、二層の細胞で形成されるげっ歯類胎盤関門における MDR1 および

BCRP の局在を解析した結果、胎児側細胞層の頂端膜における発現を明らかにした（*18）。こ

れは MDR1 および BCRP がげっ歯類では母体血と接しておらず、局在部位の種差が薬物の胎児

移行性に影響を与える可能性を示す結果である。霊長類のみに存在する薬物トランスポーター

OAT4 は、胎盤関門分化時に発現を上昇させ（*19）、さらに、げっ歯類にはないエストロゲン

合成系の一端を担うことを報告した（*20）。アンジオテンシン II 受容体拮抗薬は胎児毒性によ

り妊婦禁忌であるが、ラットでは胎児毒性が示されない。我々は、OAT4 がオルメサルタンの

胎児への排出に関与することを明らかにし、OAT4 は薬物の胎児移行性種差に関与している可

能性を報告した（*21）。（登美） 
 市場において様々な品質のものが流通されているジンコウ（沈香）のロット間における成分

の相違を明らかにし、さらにホスホジエステラーゼ(PDE)阻害作用を指標とした活性評価を行

い、主要成分であるクロモン類の一部に強い PDE3A 阻害活性が認められることを報告した 
(*22)。ゴミシ（五味子）および関連生薬についてメラニン生成抑制活性評価を行い、マツブサ

Schisandra nigra から得られたリグナンである(+)-zuonin A が tyrosinase および tyrosinase-related 
proteins(TRP)-1 および TRP-2 のタンパク質発現を抑制することを明らかにした（*23）。抗炎症

作用が知られている生薬オウゴン(黄芩)52 ロットの成分とプロスタグランジン(PG)E2s 産生阻

害活性との相関を各種統計的手法で解析し、wogonin, oroxylin A および 6-methoxywogonin が

PGE2産生阻害活性に重要であることを明らかにした（*24）。様々な下等動物より見出された新

規な糖脂質に新たな生物活性を期待して、エキノコックス属、マンソン住血吸虫、ブタ回虫、2

種類のカイメン、ホヤ、真菌類より単離・構造決定された糖鎖構造、合計 23 種類を合成した (*25, 
*26, *27)。（木内） 
 副作用として重篤な肝毒性を示すことが知られている高尿酸血症治療薬ベンズブロマロンの

新規代謝物を同定し、それらがベンズブロマロン本体や既知主要代謝物よりも強い肝細胞毒性

を有すること、また、この新規代謝活性化機構に CYP2C9 が関与していることを明らかにした

（*28, *29）。本知見に基づき、代謝活性化を回避する改良型ベンズブロマロン誘導体を 6化合

物デザイン・合成し、それらの肝細胞毒性や代謝依存的なミトコンドリア毒性はベンズブロマ

ロンに比べ軽減されていることが示された。さらに、α1及びβ-受容体遮断作用を併せ持ち重

篤な高血圧患者などに使われているが、副作用として肝障害が報告されているラベタロールに

ついても新規代謝活性化機構を明らかにした。（増野、大江） 

 プロドラッグ・代謝生成物の選択的構造変換およびプロセススケールの合成を志向し、酵素

触媒を活用する創薬候補化合物の位置・立体選択的修飾に取り組んだ。第一の成果は、大量発

現酵素を用いた還元である。第二級アルコールの純粋な鏡像異性体は医薬品等の合成中間体と

して有用である。本期間ではカルボニル化合物を不斉還元する酵素触媒として、キラルスクリ

ーン® OHを用い、さまざまな鎖状・環状ケトンを基質として立体選択性と反応性を明らかにし

た(*30)。第二の成果は、位置選択的反応の開拓である。非常に有用な生理活性を有する化合物

が多いポリフェノールは、全てが天然資源から入手容易とは言い難い。本期間では酵素法、化

学法を組み合わせ、多数のヒドロキシ基を適切に保護し有用化合物へと誘導する新手法を確立

した(*31, *32, *33, *34)。（須貝） 
「レギュラトリーサイエンスおよび新規医療技術評価法と安全対策戦略の確立グループ」は、

既承認薬をより有効に使用するために必要な薬事行政や規制当局の新たな枠組みや、企業の開

発意思決定過程でのリスク・ベネフィット評価に資するデータベース構築など、新たな科学技
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術の社会応用に向けた枠組み構築を目的とし、以下の成果を得た。 

 既存薬の新たな適応症取得を目的とする開発戦略を検討する上で、必要性の高い適応外薬の

指定に影響を与える因子を、第1回及び第2回の開発要望募集時の公知申請の要望書及びその結

果を用いて検索した。必要性の高い公知申請対象薬として指定されるためには、前向き臨床研

究の成績があることが重要である可能性が示され、既承認薬の未承認適応の開発戦略に関する

新たな知見を加えた（*35）。また、開発時安全性評価の基礎概念を示したCIOMS VI報告

書 ”Management of Safety Information from Clinical Trials”に基づき、アカデミアにお

ける実際の開発プロセスにおける安全性評価に適用しうる、開発時安全性マネジメントチーム

を構成し評価するプロセスと、開発ターゲット化合物（体内物質）の性格に合わせた、安全性

リスクマネジメントの実践的な方法論を検討した（*36）。（漆原） 

希少疾病用医薬品（いわゆる、オーファンドラッグ）の製造販売後での安全性の予測におけ

る既存データベースの有用性を、本邦での副作用自発報告データベースである JADER を用い

て検討した。HIV 治療薬のリトナビルの副作用である免疫再構築炎症反応症候群のシグナルは

報告のあった初期から検出される傾向があり、本データベースの利用は有用であった。また、

希少疾病用医薬品の開発戦略の効率化おいては、筋萎縮性側索硬化症（ALS）治療薬のリルゾ

ール（R）について、文献情報を用いた評価と後ろ向き自然歴データとしての国内電子カルテ

情報の利用可能性を検討した。文献情報によるメタ解析では、R の 12 ヶ月投与では統計学的

に有意にプラセボ（P）群に比べて R 群の生存者数が多かったが、18 ヶ月投与では有意差は認

められず、予後が悪いことが推測された。副作用の嘔吐、無力症ともに R 群が P 群より多かっ

たが、有意差はなかった。国内電子カルテ情報の R 非処方群データは将来の治験で P 群に代わ

る対照データとして使用できる可能性が示唆された。（望月、橋口） 
日本において新薬創出を継続的に行なうためには、シーズの発見だけではなく、医薬品とし

ての商品化までのプロセスを充実する必要がある。本研究では、創薬を推進するための産業的

基盤形成を多領域横断的に解析した。医薬品の創出は、医療現場のニーズだけではなく、製薬

会社の収益性にも大きく影響される。製薬会社の開発戦略に大きく影響を与える主要各国の医

薬品市場の特性を解析した。その結果、日本の医薬品市場はグローバル市場の約 1 割であり、

日米 2カ国で約 50％を占めていた。その市場構造は、日米で大きく異なっていた(*37, 38)。さ

らに、日本の医薬品市場の特殊性を医薬品の価格決定のシステムを中心に解析し、特に、製薬

企業に対するインセンティブである新薬創出加算の獲得要因とその有用性を明らかにした

（*39, *40, *41）。（鈴木） 
 

＜優れた成果が上がった点＞ 

「新たな体内資源の解析と創薬応用グループ」 

 これまでに胆道がん組織よりオルガノイドを樹立した報告はないが、培養条件を改変するこ

とにより胆道がんオルガノイドを安定的に培養・維持することに成功した。これらの難治性が

ん由来のオルガノイドは、がんの発生・進展の分子メカニズムの理解に役立つだけでなく、個々

の患者のがんを体外で再現することにより、薬剤感受性スクリーニングなどを行う上でも非常

に強力な研究ツールとなる。（齋藤（英）、齋藤（義）） 

 神経系での機能が注目されている α7 型 nAChR の内在性修飾タンパク質 SLURP1 及び

SLURP2 が、皮膚の恒常性維持にも重要な働きをすることを発見し、これらのタンパク質の皮

膚病治療薬としての可能性を見出した。（三澤） 

 MEK 阻害による P-gp の発現低下機構を解明し、P-gp 発現に起因する抗がん剤耐性克服薬と

しての MEK 阻害薬の可能性を見出した。一方で、MEK 阻害薬が抗がん剤感受性を増大させる
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ため、副作用発現の可能性があることも分子レベルで示された。また、キナーゼ阻害薬などの

P-gp のリン酸化を変動させる薬剤が、抗がん剤感受性を変動させる可能性も示された。（杉本、

野口） 
 温度応答性高分子を用いた蛍光プローブにより温度応答性高分子修飾により、新たな細胞取

り込み経路が誘導される可能性を見出し、効果的な細胞導入、遺伝子導入が可能となった。 

（金澤） 

 漢方薬の約 7 割に含まれる甘草によって引き起こされる偽アルドステロン症は、甘草の服用

量が多い患者で発症頻度が高いとされてきたが、近年の調査では、甘草服用量が少量の場合に

も重篤な偽アルドステロン症の発症が報告されている。今回の研究で、必ずしも甘草服用量の

多くない患者での偽アルドステロン症発症に、直接ビリルビン高値が関連している可能性が示

唆され、新たな疾病バイオマーカーの可能性が見いだせた。（中村） 

「既承認薬のリポジショニングと化合物の高度合成制御技術グループ」 

 TC11 は,構造上 thalidomide に代表される免疫調節薬(IMiDs)に分類される。IMiDs は、cereblon
に結合することによって腫瘍増殖抑制効果を示すとされる。しかし、TC11 は cereblon には結合

せず、NPM 1 および α-tubulin に結合して生物活性を示すことが明らかとなった。さらに、TC11
は破骨細胞の分化や機能を抑制することも判明した。一方、ハイリスク染色体異常陽性骨髄腫

細胞死を引き起こす既存薬を見出し、新しい骨髄腫治療薬として期待される。（服部） 
 本研究で明らかにした MDR1 の局在や OAT4 を介した輸送機構は、特に胎児移行性の種差に

影響する胎盤透過機構として重要性が高い。ヒト胎児毒性リスク評価の精度向上に資するもの

として、既存薬の妊婦への適用拡大や投与量の最適化を図る上で必要な成果である。（登美） 
 ジンコウからは従来報告されてきたものとは逆の絶対立体配置を有するクロモンを含む５種

の新規化合物を得た。エキノコックス属の中で多包虫由来の糖脂質の糖鎖構造にビオチンを導

入したネオ糖鎖と、同種由来の糖タンパク質糖鎖を同時に感染患者血清に対する抗原性を調べ

た結果、多くの血清はそれぞれの認識部位を持ち、どちらかの糖鎖に強く反応することを見出

した。（木内） 

 ベンズブロマロンやラベタロールの肝毒性の原因はこれまで不明であったが、本研究におい

て新規代謝活性化様式が解明され、生成する反応性代謝物が肝毒性を惹起している可能性が示

唆された。本研究成果により、代謝活性化を回避した改良型医薬品の創製が可能になるだけで

なく、本薬の適正使用を考える上でも重要な新知見となり得る。（増野、大江） 

 芳香族・脂肪族ケトンの不斉還元により、ラサリジン、リバスチグミン、メキシレチンの合

成前駆体の純度よい大量調製が可能になった。ポリフェノールアセタートを基質とし、リパー

ゼを作用させ位置選択的脱アセチル化に成功し、アルテピリン C、アカセチン、セリノン、レ

スベラトロール-3,5-ジグルコシド、アストリンギンを効率よく合成した。（須貝） 

「レギュラトリーサイエンスおよび新規医療技術評価法の確立グループ」 
 既存薬の性格に合わせた未承認適応症のアカデミアにおける開発戦略を策定する際に、申請

データパッケージにおいて重要となる臨床成績の要素と安全性評価について、日本国内環境を

考慮した検討を行い、これまでなかった知見を明らかにした点が特に特筆される。（漆原） 
自発報告データベース JADER は、希少疾病用医薬品の副作用の検出に利用可能であること、

文献情報を用いた有効性と安全性の評価において間接比較法が有用であること、また、国内電

子カルテ情報の後ろ向き自然歴データが、将来の治験でプラセボ群に替わりうる対照データと

して使用できる可能性が示唆された。（望月、橋口） 
 本邦において、新薬創出のインセンティブとして設定された新薬創出加算が抗腫瘍薬、神経

用薬領域の医薬品に対して適用されやすく、循環器領域疾患治療薬に関してはつきにくいとい
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うことを示した。これは、日本の医薬品市場の特殊性の一つであり、企業の新薬創出戦略に大

きく寄与するものと思われる。（鈴木） 

 

＜課題となった点＞ 

「新たな体内資源の解析と創薬応用グループ」 

 がん組織からオルガノイドを樹立できない症例も認められた。幹細胞の培養・維持に最適な

微小環境（幹細胞ニッチ）はそれぞれの症例ごとに異なるため、症例ごとに培養条件を改変さ

せる必要があると考えられた。（齋藤（英）、齋藤（義）） 
 miR-30c, miR-96 の発現を誘導するコーヒー含有成分の探索を試みたが、分画操作によりコー

ヒー豆抽出液の活性が低下し、miRNA を発現誘導するコーヒー含有成分の同定には至らなかっ

た。（田村、多胡） 
 SLIRP1 及び SLURP2 は、動物実験での機能解析のために必要な十分量の組換えタンパク質

の発現・精製が難しく、研究進捗のネックとなった。（三澤） 

 RSK による UBE2R1 を介した P-gp の発現制御を培養細胞レベルで解明したが、動物実験で

の解析は未だなされていない。抗がん剤耐性克服薬としての MEK 阻害薬を開発するにあたり

動物実験は必須であり、今後の検討課題である。（杉本、野口） 
 蛍光プローブ及びドラッグキャリアーについては、in vivo での検討が遅れており、今後これ

らの実用化のためには病態モデルマウスなどを用いた安全性や体内動態の検討が必要である。 
当初の計画では、動物実験等により、カルテ調査で得られた臨床データの検証実験まで行う予

定であったが、臨床データの取得とその解析に時間がかかり、検証実験まで行かなかった。 
（金澤） 
「既承認薬のリポジショニングと化合物の高度合成制御技術グループ」 

 ハイリスク骨髄腫にも有効な新規候補化合物や既存薬が見出されたが、現時点では細胞株を

使ったアッセイのみであり、今後は骨髄腫患者検体の使用が必要である。(服部) 
 本研究で明らかにしたのは、満期胎盤における OAT4 を介した薬物輸送機構であり、妊娠期

全体を通じた機構であるかどうかは明確にはできなかった。（登美） 
 基原植物が明らかな試料の入手が限定的であり、成分の違いが種によるものなのか環境要因

によるものなのか不明であることが多かった。1 分子中 2 箇所の水酸基に同時に糖鎖を縮合さ

せる課程において、過剰量の糖供与体を用いたが、2 箇所ともに糖鎖が縮合した目的化合物の

収率が低かった。（木内） 

 カルボニル基に直結する２つの置換基が両方とも非常にかさ高いケトンは、キラルスクリー

ン® OH では還元が困難であることがわかり、クロラムフェニコール、ベポタスチン、レボセチ

リジンなどの合成にはさらに検討を要する。位置選択的に脱アセチル化しても、次段階である

メチル化の際、予期せぬ転移が進行し、アカセチンは生じずゲンカニンへと変換されており、

本手法の限界の一つが示された。（須貝） 
「レギュラトリーサイエンスおよび新規医療技術評価法の確立グループ」 
 続けて、アカデミアにおける有効性・安全性評価のプロセスの一環として大規模医療情報デ

ータベースを活用した既存薬の評価法の検討を行ったが、引き続き検討することとなった。 
（漆原） 

希少疾病用医薬品に有効性と安全性の評価においては、既存データや発表文献数（臨床試験

数）が少ないため、統計学的検出力において、課題を有する。それを補填するためにも、電子

カルテ情報や患者レジストリ等のデータベースの利活用が必須である。（望月、橋口） 
データ取得は、国内市場売り上げ上位 500 位に限定された。これは、国内市場の 75％以上を
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占めているが、全医薬品に関する検討とはなっていない。より詳細な検討を行なうために、さ

らにビッグデータを用いた検討を進める必要性が新たに生じた。（鈴木） 
 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

 プロジェクト開始年度末にキックオフ・ミーティングを、また最終年度８月に成果報告会を開催し、各

研究者の自己評価とプロジェクト内の連携強化の場とした。各研究者は所期の目的に沿って順調に

成果を挙げていると評価され、また連携研究の強化については以下の共同研究として結実した。 

 合成制御クループ（木内）が発見した新規糖鎖構造について、同じく合成制御グループ（須貝）が合

成研究を行った。合成制御グループ（木内）が精製した生薬成分について、体内資源グループ（田村、

多胡）が生物活性の評価を行った。レギュラトリーサイエンスグループ（望月、橋口）の医薬品の有効

性・安全性評価プロセスの研究で、体内資源グループ（田村、多胡）が食品科学の知見から、また体

内資源解析グループ（齋藤（英）、齋藤（義））が医学的知見から、専門的アドバイスを加えて解析を行

う共同研究を実施した。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

 プロジェクト研究の立案時より、関連領域の学内他研究科の４名の研究者〔安井正人教授（医

学研究科；薬理学）、吉村昭彦教授（医学研究科；免疫学）、佐藤智典教授（理工学研究科；糖

鎖生命工学）､栄長泰明教授（理工学研究科；機能性材料工学）〕をアドバイザリーボードとし

て委嘱し、上述のキックオフ・ミーティングおよび成果報告会時に評価・助言をお願いした。

以下にコメントの抜粋を記す。 

キックオフ・ミーティング時：日本の創薬力の低下が指摘されているこの時期に、多様なバッ

クグランドをもつ薬学研究者が集結して新たな創薬スキームを確立しようとする本プロジェク

トを開始することは、まさに時宜にかなっていると考えます。各研究者は高いポテンシャルを

もつことから、共同研究による相乗効果を期待したい。３年という短い期間ではあるが、企業

などにも興味をもってもらえるような波及効果の高い成果を期待したい。実験研究者とレギュ

ラトリーサイエンスなどの実学研究者が連携している点もユニークな特徴であり、期待したい。 

成果報告会時：３年間という短い期間ではあったが、各研究者は十分な成果を挙げ、また共同

研究の成果も結実しつつあることがわかる。今後、本プロジェクトの成果を基盤にして研究連

携をさらに推進してもらいたい。本プロジェクト研究からは、すでに４件の特許出願がなされ、

すべて企業との共同研究に進展していることは特筆すべき成果と考えられる。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

「新たな体内資源の解析と創薬応用グループ」 

 個々の難治性がん患者のがん組織よりオルガノイドを樹立し、それぞれの腫瘍オルガノイド

における特異的なゲノム異常やエピゲノム異常などを解析することで、個々の症例に合致した

最適な分子標的治療薬や核酸医薬を選択・開発することで、難治性がんに対するより効果的で

副作用の少ない個別化治療の開発を目指す（齋藤（英）、齋藤（義））。コーヒー豆抽出液の添加

により発現が変動した他の miRNA の発現制御機構および機能を解析していく予定である。ま

た、本研究で見出した DDX5 による発現が誘導された miRNA の機能を解析することにより、

慢性骨髄増殖性腫瘍の発症機序が理解できると期待される（田村、多胡）。発現系および精製方

法をさらに工夫することで、十分量の SLURP1 及び SLURP2 の組換えタンパク質を得て、皮膚

病モデル動物を用いた動物実験を行う計画である（三澤）。動物実験を行い、MEK 阻害薬の抗

がん剤耐性克服薬としての可能性を検討していく計画である（杉本、野口）。蛍光プローブにつ
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いては、アミノ酸トランスポーターLAT1 の細胞レベルでのターゲティングに成功しており、in 
vivo 実験の後、論文を執筆する予定である。温度応答性リポソームなどのドラッグキャリアー

については、がん幹細胞ターゲティングに向けて、CD44 を標的としたヒアルロン酸修飾など

については現在検討しており、さらに発展させて行く予定である（金澤）。今後も慶應義塾大学

医学部漢方医学センターとの共同研究を発展させ、甘草に起因する偽アルドステロン症の診断

マーカー探索と、その発症機序をより明確化し、副作用への対応手段の創出に繋げていきたい。

また、慶應病院での和漢薬と西洋薬との併用事例について膨大なデータから解析を進め、今日

の医療における東西医薬品併用の科学的根拠について様々な知見を発信していきたい（中村）。 

「既承認薬のリポジショニングと化合物の高度合成制御技術グループ」 

本研究で見出された骨髄腫細胞の増殖抑制作用を有する既存薬について、その分子機構を検索

するために、アポトーシス誘導、細胞周期コントロール、細胞内シグナル伝達への影響を検討

する。さらに、我々独自の SCID xenograft 系を用いて、in vivo での効果を確認する。これらの

前臨床データが良好であれば、医師主導臨床試験に向かう（服部）。今後は、妊娠進行や病態に

伴う胎盤関門堅牢性の時間的制御を明らかにする計画である。研究を通じてヒト胎児毒性リス

ク評価を精緻化し、安全性と合理性を担保した妊婦への薬物療法の確立を目指したい（登美）。 
薬用植物園との連携により生薬の基原植物の入手に努め、基原種やロットの違い、さらに加工

調製法に基づく生物活性の変動を明らかにすることで、よりよい生薬の選品および調製が可能

になると考えられる。寄生虫の持つ糖鎖構造は種特異的なものが多く、それらに関しては診断

薬への有用な候補物質になり得るといえる。さらに多くの寄生虫は、宿主の免疫から逃れてい

ることを鑑みると、彼らが持つ糖鎖構造は、免疫調節物質への候補物質にもなり得ると考えて

いる。また、カイメン由来の糖鎖構造に、数例かは NO産生抑制などの生物活性の報告があり、

合成等の創薬への応用が期待できる（木内）。本研究で合成したベンズブロマロン誘導体に関し、

ベンズブロマロンの作用機序である尿酸トランスポーターに対する阻害作用を評価し、薬効が

保持されているかを検討する（増野、大江）。キラルスクリーン® OH に含まれるカルボニル還

元酵素の立体選択性は以下のようになった。左側に大きい置換基、右側に小さい置換基を配置

すると、E001、E031、E078 が奥側から、E039、E007 が手前側からヒドリドが攻撃する形で反

応が進行する。この知見を活かし、基質となる化合物の分子設計をさらに展開する。位置選択

的変換については、糖質および配糖体、含窒素・含硫黄複素環化合物を基質として、化学法・

酵素法をさらに組み合わせた検討を続行する（須貝）。 

「レギュラトリーサイエンスおよび新規医療技術評価法の確立グループ」 
 現在、診療報酬請求情報などを含む大規模医療情報データベースの活用により既存薬の新た

な適応症取得に向けたエビデンス創生の可能性を模索し、申請戦略に活用するための各種後ろ

向きコホート研究を実施中である。データベース研究による有効性評価の妥当性を引き続き検

討することにより、既存薬の適応追加開発におけるデータベース研究の実用化に向けた検討を

進める（漆原）。希少疾患治療薬の医薬品開発においては、対象患者数が少ないこともあり、製

造販売後での有効性と安全性の予測は、他の医薬品に比べて難しく、医薬品の真の評価には十

分なデータ収集に長期間を要する。本研究より、医薬品開発戦略の効率化において、既存の文

献情報、電子カルテ情報、自発報告データベースの利活用は、治験時の不十分なデータの補填

において有用であると考えられる。これらの方法論は、今後の希少疾患の医薬品開発戦略の効

率化を推進できるものであると思われる（望月、橋口）。本研究の成果は、現在の日本における

薬価制度が製薬企業に及ぼすインパクトに関してアカデミアがはじめて言及したもので、今後

継続的に医薬品市場の動向を解析し続けることが、日本の医薬品行政や医療経済学的にも重要

である。特に内資系製薬会社が新薬開発戦略策定の際に、本研究結果に大きな興味を示してお
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り、今後より多くのデータを用いたプロジェクトを実施する必要性が示された（鈴木）。 
 

＜研究成果の副次的効果＞ 

「新たな体内資源の解析と創薬応用グループ」 

 胆管がんオルガノイドの樹立については、第一三共株式会社の創薬研究シーズ募集である

TaNeDS 研究に採択され、共同研究を行っている（齋藤（英）、齋藤（義））。脱リン酸化酵素複

合体 PP5/PPP2R3C が P-gp の発現を低下させることが明らかになったことから、当該部位をリ

ン酸化するキナーゼの阻害薬を抗がん剤耐性克服薬として開発ができることが期待される（杉

本、野口）。温度応答性リポソームを用いた遺伝子デリバリーについては、製薬企業との共同研

究を開始している（金澤）。 
「既承認薬のリポジショニングと化合物の高度合成制御技術グループ」 

 ジンコウ由来クロモンの PDE 阻害活性については企業との共同研究により特許を申請中（特

願２０１５−２２３２３８）である（木内）。ベンズブロマロンの新規代謝活性化様式を公表したこと

で、ベンズブロマロンの毒性に興味を持っている研究機関との共同研究が開始された。今後、

合成する各種誘導体の毒性評価に関し様々な側面からの支援が期待される（増野、大江）。キラ

ルスクリーン® OH を用いた不斉還元の立体選択性や反応性を種々の学会で発表しきたことに

より、企業研究者から、前臨床段階に供するサンプル合成の際、適用性や反応条件の最適化等

について相談を受けるケースが増えてきた。また、本期間中に合成したポリフェノールのうち

いくつかの化合物に関してはすでに新しい生理活性が見出されており、大量かつ純度のよいサ

ンプル合成を求められている（須貝）。 

「レギュラトリーサイエンスおよび新規医療技術評価法の確立グループ」 
 本研究では現状の薬価制度のインセンティブが比較的外資系製薬企業に多く付与される構造

を示したことから、メガファーマによる日本市場へのよりいっそう積極的な市場参入をもたら

す可能性がある。また、日本の医薬品市場の特殊性が内資系製薬企業のグローバル展開を阻害

する一因となっている可能性を示したことから、特に内資系製薬企業の企業戦略策定に影響す

るものと考えられる（鈴木）。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  分子病態           （２）  体内動態            （３）  副作用            

（４）  核酸医薬           （５）  エピジェネティクス      （６）  薬物デリバリー            

（７）  ブリッジング          （８）  レギュラトリーサイエンス   

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

プロジェクト期間における参加研究者の研究発表は、雑誌論文（査読有り）140 件、図書 20 件、

国際学会での発表 91 件、国内学会での発表 297 件であった。 
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ニカルファーマシーシンポジウム, 東京都, 2014/06 

95. 登美斉俊, 江口拡美, 丸山哲夫, 西村友宏, 中島恵美. ヒト妊娠期エストリオール合成における胎盤基底

細胞膜 OAT4 の関与. 第 9 回トランスポーター年会, 名古屋市, 2014/06 
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市, 2015/06 

17. 丸山順也, 三林洋介, 橋口正行, 望月眞弓. 一般用医薬品の添付文書におけるアイ・トラッカーを
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
1. 公開シンポジウム 

 ○「創薬ルネサンス：既承認薬の潜在能力を引き出す体内資源活用の研究基盤形成」 

     キックオフ・ミーティング 

   本プロジェクト参加研究者 15 名による研究報告・討論 

日時：平成 27 年 2 月 25 日 15：00〜17:40 

場所：慶應義塾大学薬学部・芝共立キャンパス ３号館 １１０１会議室 

 

 ○「慶應義塾大学薬学部 創薬研究センター開所記念」 

  第１回 慶應の薬学シンポジウム 

本プロジェクト参加研究者４名と外部の招待講演者２名による講演 

招待講演者 

慶應義塾大学医学部先端医科学研究所 教授 佐谷 秀幸先生 

慶應義塾大学医学部医化学教室 教授 (医学部長) 末松 誠先生 

日時：平成 27 年 3 月 11 日 14：00〜17：30 

場所：慶應義塾大学薬学部・芝共立キャンパス マルチメディア講堂 

 

 ○「創薬ルネサンス：既承認薬の潜在能力を引き出す体内資源活用の研究基盤形成」 

  成果報告会 

特別講演 「チロシンキナーゼ阻害剤の炎症性疾患への応用」 

慶應義塾大学医学部 微生物免疫学教室 教授 吉村 昭彦 先生 

    本プロジェクト参加研究者 14 名による研究報告・討論 

    日時：平成 28 年 8 月 30 日 13:30〜17：30 

  場所：慶應義塾大学薬学部・芝共立キャンパス マルチメディア講堂 

 

2. インターネットでの公開 

 本学部のホームページに同プロジェクトホームページを作成し、本プロジェクトの研究概要、研究組

織、シンポジウム・報告会のプログラム等を公開している。 

 http://www.pha.keio.ac.jp/research/project/renaissance.html 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

予定なし。 
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１４ その他の研究成果等 

本プロジェクトの成果を発表した職員・大学院生が以下の賞を受賞した。 

• 日本薬物動態学会第 31 回年会 ベストポスター賞 

稲垣舞 「マウス胎盤内プロスタグランジン PGE2 分解に果たす輸送体の役割」 
• 第 16 回日本抗加齢医学会総会 優秀演題 

内田諒英 「オルガノイド培養法により樹立した腸管上皮幹細胞における stem cell aging の検

討」 
• 第 59 回日本薬学会関東支部大会 優秀発表賞 

近藤慎吾 「ABCB5 はグルタチオン合成阻害薬の効果を低下させる」 
• 第 59 回日本薬学会関東支部大会 優秀発表賞 

高見真由 「PKC 阻害剤は P-gp 発現を低下させる」 
• 第 59 回日本薬学会関東支部大会 優秀ポスター賞 

羽田有里 「アプレピタントによる補助療法ががん化学療法の治療経過に与える影響」 
• 第 13 回次世代を担う若手のためのフィジカル・ファーマフォーラム 2015 若手研究者奨励賞 

蛭田勇樹 「病態細胞の可視化を目指した温度・pH 応答性蛍光ポリマープローブの開発 
• 日本薬学会第 135 年会 優秀発表賞 

明石知也 「げっ歯類胎盤 syncytiotrophoblast 第二層頂端膜における Mdrl 及び Bcrp の局在」 
• 第 58 回日本薬学会関東支部大会 優秀発表賞 

嶋井毅 「機能性リポソームのターゲッティング化および細胞取り込みの評価」 
• 第 20 回天然薬物の開発と応用シンポジウム 優秀発表賞 

清水智史 「オウゴンのフラボノイドによる抗炎症作用メカニズムの解析」 
• 第 131 回日本薬理学会関東部会 若手優秀発表賞 

森﨑祐太 「筋萎縮性側索硬化症における運動ニューロン変性とオステオポンチンおよびマトリ

ックスメタロプロテアーゼ-9 の関連の検討」 
• 第 27 回バイオメディカル分析科学シンポジウム 星野賞・ポスター優秀発表賞 

山田有紗 「温度応答性ポリマーを用いた細胞イメージングのための蛍光プローブの開発」 
• 第 9 回トランスポーター年会 優秀発表賞 

野口幸希 「有機アニオントランスポーターOAT4 による olmesartan 輸送」 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

なし。 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

なし。 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

プロジェクト期間３年のため該当しない。 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

なし。 
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１７
（千円）

SPF動物飼育室

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

32,958 私学助成SPF動物飼育装置一式
（マキシマイザー、ケージ
ボトム等）

H26 ＃9-140-10-14-1-
4-5-TM、CG09B01
等

一式 24h/日 86,400

創薬研究センター他研
究室・実験室等

ルミノイメージアナライ
ザー

H24 GEﾍﾙｽｹｱ
ImageQuant
LAS4000

1 6,142

1

H19 AB　3130XL-200 他 25h/週

H24 GEﾍﾙｽｹｱ
　Biacore X100

10h/週 12,781 私学助成

39,020 01

0

1 24h/月 16,552 11,034 私学助成

4,410 01

36h/週

私学助成

オールインワン顕微鏡シ
ステム

H21 BZ-9000 1 5h/週 9,757 6,504 私学助成

セルソーターシステム H25 日本BD FACSAria
Ⅲ一式

1 60h/週 65,735 32,867

24,026H17 API3200 他 1 68h/週 私学助成

共焦点ﾚｰｻﾞｰ走査型顕微
鏡

H19 ｵﾘﾝﾊﾟｽ FV1000-D-
IX81-TS/ZDC

1 25h/週 43,037 0

細胞内シグナル伝達に関わ
る分子の高感度測定システ
ム（LC/MS/MS 他)

48,053

80,220 私学助成

ﾌﾟﾛﾃｵｰﾑ解析用超高感度質
量分析測定装置　(ﾚｰｻﾞｰｲｵ
ﾝ化飛行時間型質量分析計
他）

H15 島津 AXIMA
CFR PLUS 他

1 30,397 私学助成

FT-NMR装置
（ﾌｰﾘｴ変換赤外分光光度
計、電子ｽﾋﾟﾝ共鳴装置 他）

H12 日本電子　JNM-
ECP600　SPX60
JES-FA100 他

1 120h/月 160,440

磁場型GC-MS H11 日本電子　JMS-700 1 2.5h/月 私学助成33,82667,652

26

26

補助主体

18h/週

18,925121,191

---

私学助成

4h/週 60,795

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額

補助主体

26h/週

H19 Varian　400-MRS型

45h/週 34,650

39,990

0

BIORAD CFX96
184-5096J1　一式

創薬基盤としての細胞内小
器官の分離･活性測定システ
ム（超遠心機 他）

日立　CP-80WX 他

核磁気共鳴装置

ﾘｱﾙﾀｲﾑＰＣＲ解析ｼｽﾃﾑ H23

H18

薬物の体内動態と遺伝子の
相関解析システム
　（DNAシークエンサー 他）

1

1

H19自動細胞解析装置

（研究装置）

BD　LSR2 4レー
ザータイプ

3,292

168

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積整備年度

0

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

14 19

1914

事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

19,172分子間相互作用測定装
置

（研究設備）

整備年度
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１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

20h/月

GEヘルスケアジャパン
CCDイメージャー

H26 Amersham Imager
600

1 3h/年 3,888

0

0

ベックマンコールター　生
死細胞オートアナライ
ザー

H26

私学助成

0

キーエンス　オールインワ
ン蛍光顕微鏡

H26 BZ-X700一式 1

私学助成36,750 24,500

超遠心機 H25 日立工機　himac
CP80WX一式

1 20h/月

DARTイオン源搭載　高分
解能ESI-TOFMS

H25 日本電子　高分解
能ESI-TOFMSシス
テム一式

1 20h/週

0

0

0

学会参加、研究打合せ
研究ソフト開発、英文校閲
学会参加費等

積　　算　　内　　訳

0

0

0 0

0

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計

計

0

論文校閲、謝金

0

0

604

0
303

20,417

学会参加費 382

303

小  科  目
主　な　使　途

0
0

学会出張

消　耗　品　費

0

支　出　額

実験用消耗品

無し

6,720 4,480

1

CM1950一式 1

Vi-Cell XR装置一式 24h/週 4,644

0

7h/月 5,292

5,004ライカ　クリオスタット H26

計

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　その他　）
報酬・委託料

382

金　　額

19,128
0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

印刷製本費

試薬、器具等19,128

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

旅費交通費
604

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

26

計

通信運搬費

年　　　度
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  平成 年度

  平成 年度

計

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

403 6名分諸経費（通勤交通費、保険料事業主負担分）

計 2,887 2,887

人件費支出 2,887 216 時給1,200円，年間時間数　180時間

（兼務職員） 594 時給1,500円，年間時間数　396時間

計 16,133

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 635 論文校閲、謝金 636 研究ソフト開発、英文校閲

（　その他　） 3,425 学会参加費 2,964 学会参加費等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 1,166 学会出張 1,166 学会参加、研究打合せ

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 9 運搬費 9 研究サンプル輸送費、資料送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 10,898 実験用消耗品 10,898 試薬、器具等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0

年　　　度 28

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

179 179 ２名分諸経費（通勤交通費、保険料事業主負担分）

計 989

人件費支出 680 680 時給1,500円，年間時間数　453時間
（兼務職員） 130 130 時給2,000円，年間時間数　65時間

計 18,109

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 373 論文校閲、謝金 373 研究ソフト開発、英文校閲

（　その他　） 1,811 学会参加費 1,811 学会参加費等

印刷製本費 0 0

旅費交通費 325 学会出張 325 学会参加、研究打合せ

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 4 運搬費 4 研究サンプル輸送費、資料送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15,596 実験用消耗品 15,596 試薬、器具等

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教育研究経費支出 0 0

602 時給1,300円，年間時間数　463時間

263 時給1,050円，年間時間数　250時間
284 時給1,100円，年間時間数　258時間
525 時給1,300円，年間時間数　404時間

教育研究経費支出
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